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　有害鳥獣対策の一環として支援している防護柵の支給について、毎年、須木の各地から
多くの要望が寄せられている現状があります。
　昨年度から、本年7月現在で１５件の要望が寄せられており、これらの要望を一度に解消
することは困難で、須木区の各地域のバランスと費用対効果等を重視した箇所に防護柵資
材を計画的に支給していく予定です。

【要望をされる際のお願い】
　　■地権者3名以上　　■設置面積　概ね１ｈａ以上（近隣の団地をまとめる）
　　■設置延長　概ね１０００ｍ以上　■設置箇所を明確に示して頂くこと
◎上記の条件を満たしている箇所を優先的に扱いますが、同地区からの要望が多い場合
は、地域の了承のもと優先順位を決めて計画的に支給していく考えです。
（地権者は3名以上必要ですが、面積・延長が足りない箇所でもご相談ください）
　また、今後の要望受付は、本年度の二次要望か来年度以降の要望として取り扱いますの
で、十分ご理解ください。
　出来ることなら代表者を決め、区長さんを通して要望して頂くと助かります。
　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　　須木庁舎地域整備課　有害鳥獣担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　４８－３１３１

（（（（夜夜夜夜イベントイベントイベントイベント））））
１８１８１８１８：：：：００００００００～～～～
子供向子供向子供向子供向けけけけイベントイベントイベントイベント
いちょういちょういちょういちょう太鼓太鼓太鼓太鼓
須木中学校生徒須木中学校生徒須木中学校生徒須木中学校生徒
秀峰高校秀峰高校秀峰高校秀峰高校　　　　新体操新体操新体操新体操
ダンスカンパニーダンスカンパニーダンスカンパニーダンスカンパニー
六奏太鼓六奏太鼓六奏太鼓六奏太鼓
２０２０２０２０：：：：００００００００～～～～
　　　　花火打上花火打上花火打上花火打上げげげげ（（（（7000700070007000発発発発））））

問い合わせ先：すき商工会
０９８４－４８－２４８０

　
こ
の
施
設
は
、

他
の
河
川
と

同
じ
く
、

オ
ー
プ
ン
に
自
然
と

親
し
む
た
め
設
置
さ
れ
た
施
設

で
あ
り
、

利
用
の
際
は
、

次
の

事
項
を
守
り
、

楽
し
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

＊
利
用
期
間
＊

七
月
十
九
日
～
八
月
三
十
一
日

＊
遊
泳
時
間
＊

　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

＊
利
用
の
注
意
＊

◎
保
護
者
、

引
率
者
が
同
伴
す

る
こ
と
と
し
、

ケ
ガ
、

事
故
等

の
一
切
の
責
任
を
負
う
こ
と
。

◎
飛
び
込
み
な
ど
他
の
利
用
者

に
迷
惑
に
な
る
こ
と
、

事
故
に

つ
な
が
る
様
な
こ
と
は
、

絶
対

に
し
な
い
こ
と



　

　6月24日に上九瀬公民館にて、防災スピーカーシステムの試験放送を実施し、様々なサイレン
の種類のテストを行いました。訓練に参加いただいた住民の皆様にアンケートをお願いし、集計
結果が出ましたので、ご報告いたします。ご協力いただき、ありがとうございました。

【アンケート集計結果】

問１　防災無線のサイレン・音声がきこえましたか？

・聞こえた　（５４）　　・聞こえなかった　（１０）

※問１で「聞こえた」方におたずねします。
①　試験のとき、上九瀬地区にいましたか？・はい　（５４）・いいえ（０）

②　試験のとき、屋内（家の中）にいましたか？
　　屋外にいましたか？　　　　　　　　　・家の中　（３７）・屋外　　（１７）

③　どのように聞こえましたか？　　・良く聞こえた（２９）・普通に聞こえた（９）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・聞こえたが内容が分らない（１０）

※問１で「聞こえなかった」方におたずねします。
①　試験のとき、上九瀬地区にいましたか？　・はい　（１）　・いいえ　　（９）

②　試験のとき、屋内（家の中）にいましたか？
　　屋外にいましたか？　　　　　　　　　・家の中　　（０）・屋外　　　（３）

感想・ご意見等ございましたら何でも記入してください。
・何を言っていたか不明。・耳の不自由な方には聞こえなかったかもしれない
・時間が設定してあったので家に居て気をつけて分かったこと。・普通に農作業でトラクターや
草刈機等、又牛のえさ作りをしているときは聞こえないかもしれない。
・音声は聞こえない。
・聞こえたが音声は分からない
・意味が分かりにくかった。・もしできることなら各家庭に防災無線を取り付けることは無理な
ことでしょうか。
・サイレンは何種類も非常に良く聞こえた。・音声は内容が分からなかった。・女性の声でゆっ
くりと話すと聞こえるのではないかと思う。
・音声内容は分からない
・いろんな事に良いことだと思います。なにか危険な事のためよいと感じます。
・牛がびっくりした・大変良い事と思いました。・会社出勤のため家に居ない・屋内・屋外両方
聞こえた
・サイレンは何回も聞こえた・とても良く聞こえた

　
七
月
一
日
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
の
初
日
に
、
小
林
地
区
保
護
司
会
、

小
林
地
区
更
正
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
と
し
て
、
須
木
庁
舎
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
六
十
三

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
須
木
中
央
保
育
園
児
、
民
生
委
員
、
区
長
な

ど
が
出
迎
え
る
な
か
、
須
木
庁
舎
玄
関
前
で
法

務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
な
わ
れ

「
犯

罪
や
、
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

取
り
組
み
に
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
趣
意
書
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

○
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
！

　
散
歩
の
と
き
も
、
引
き
綱
を
必
ず
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
公
園
や
河
川
敷
で
放
す
こ
と
も
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
糞
を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
散
歩
中
の
飼
い
犬
の
糞
は
、
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
過
剰
な
鳴
き
声
は
、
ご
近
所
に
迷

惑
で
す
。

　
む
だ
吠
え
の
原
因
を
見
つ
け
、
対
策
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

　
お
困
り
の
場
合
は
、
保
健
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
犬
が
人
を
噛
ん
だ
場
合
は
・
・
・
。

　
ま
ず
被
害
者
を
救
護
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
は
保
健
所
に
届
け
が
必
要
で
す
。

必
ず
保
健
所
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
迷
子
犬
は
保
健
所
へ
。

　
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
、
犬
を
保
護

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
保
健
所
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
健
所
が
保
護
し
て
い
る
犬
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
や
ざ
き
ド
ッ
グ
愛
ラ

ン
ド
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
保
護
し
た
犬
に
鑑
札
や

注
射
済
票
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
所

有
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必

ず
装
着
し
て
く
だ
さ
い

　
今
年
の
夏
も
消
防
団
員
に
と
っ
て
、
厳
し
い
訓

練
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
各
部
と
も
早
朝
、
夕

方
に
訓
練
を
行
い
、
操
法
技
術
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
七
月
十
四
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
小
林
市

消
防
団
夏
季
点
検
・
操
法
競
技
で
は
、
緊
張
感
に

包
ま
れ
る
会
場
で
、
日
々
の
訓
練
し
て
き
た
技
術

を
競
い
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
来
年
度
以
降
に
一
部

（
九
々
瀬
）

と
の
合
併
が
決
定
し
て
い
る
、
二
部

（
夏
木
）
と

三
連
覇
の
か
か
る
五
部

（
奈
佐
木
）
が
、
見
事
に

優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
二
部
と
五
部
は
、
七
月
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
る
、
西
諸
地
区
大
会
に
小
林
市
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

　
八
月
八
日

（
木
）
に
、
須
木
小

学
校
に
よ
る
公
民
館
登
校
計
画
に

併
せ
、
午
前
九
時
か
ら
、
一
時
間

程
度
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
夏
木
、
中
河
間
、
原
公
民
館
の

三
箇
所
で
小
学
生
と
地
区
住
民
と

の
協
同
で
、
消
火
訓
練
や
防
災
の

D
V
D
鑑
賞
、
消
防
車
の
乗
車
体

験
等
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
防

災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
七
月
九
日

（
火
）
に
須
木
小
学

校
三
、
四
年
生
児
童
と
須
木
漁
業

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
、
夏
木
地
区

上
流
に
、
ウ
ナ
ギ
と
モ
ク
ズ
カ
ニ

（
山
太
郎
ガ
ニ
）
の
放
流
を
行
い

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、
興
味
い
っ

ぱ
い
の
様
子
で
、
西
道
紀
一
組
合

長
の
話
を
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。


